
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ＡＬＣパネルが相互に摺動可能で同一平面状に並べられて構成される壁において、下側に
位置する１枚以上の下側ＡＬＣパネル、上側に位置する１枚以上の上側ＡＬＣパネル、お
よび水平方向両隣に接する両側ＡＬＣパネルのそれぞれの小口面で囲まれて形成される開
口部を補強する構造であって、開口部に面する下側ＡＬＣパネルの上側小口面および両側
ＡＬＣパネルのそれぞれの小口面の一部にわたって伸びる第１の補強鋼材を有し、開口部
に面する上側ＡＬＣパネルの下側小口面および両側ＡＬＣパネルのそれぞれの小口面の一
部とにわたって伸びる第２の補強鋼材を有し、それぞれの補強鋼材には、接するＡＬＣパ
ネルの１枚当たりに１つの取付け孔を設けて、該取付け孔を介してアンカー金具によりＡ
ＬＣパネルを補強鋼材に取り付けられ、該アンカー金具は、該取付け孔よりも大きいプレ
ートと、該プレートから伸び出て該取付け孔を貫通する棒状体と、該棒状体を取付け孔に
対しバネ力で支える弾性部材とを有することを特徴とする簡易開口部補強構造。
【請求項２】
弾性部材は、前記棒状体の周囲に、補強鋼材の取付け孔への装着が容易で、かつ脱落困難
な弾性部分を有することを特徴とする請求項１に記載の簡易開口部補強構造。
【請求項３】
両側ＡＬＣパネルの小口面に接する位置に設けられた補強鋼材の取付け孔は、ＡＬＣパネ
ルの長さ方向に、ＡＬＣパネルの自由な揺動を可能とする長さを有するルーズ孔であるこ
とを特徴とする請求項１に記載の簡易開口部補強構造。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＡＬＣパネルで構成された壁に設ける開口部を、簡易に補強する構造に関する
。
【０００２】
【従来の技術】
図６は、ＡＬＣパネル１、２、３で構成された壁と、壁に設けられる開口部５とを示す。
該開口部５には、窓または扉が取り付けられるが、それにかかる風荷重に耐え得るように
、開口部５を補強する必要がある。
【０００３】
従来の開口部補強構造の一例を図７に示す。
【０００４】
従来は、ＡＬＣパネル１の小口同士が摺動可能となるロッキング工法の場合に、ＡＬＣパ
ネル１の建て込みに先立って、２本の縦補強鋼材（アングル材）２５を、上下の梁４にピ
ースアングルまたは定規アングルを使用して、溶接固定し、該縦補強鋼材２５を連結する
ように、２本の横補強鋼材（アングル材）２４を溶接固定していた。縦補強鋼材２５は、
開口部の左右両縁を補強し、横補強鋼材２４は、開口部の上下両縁を補強していた。
【０００５】
その後、ＡＬＣパネル１を、順次、建て込むことにより、開口部に取り付けられた窓や扉
にかかる風荷重を、縦補強鋼材２５および横補強鋼材２４により、梁４に伝えている。特
に、風荷重が２本の縦補強鋼材２５を介して、上下の梁にかかるので、補強力が大きく、
かつ、地震時にＡＬＣパネル１同士が摺動する面内変形追従機能を妨げない。
【０００６】
しかし、従来の開口部補強構造では、４本の補強鋼材２４、２５が必要であるため、部品
コストがかさみ、特に、縦補強鋼材２５は、梁４の間隔以上の長さを必要としていた。ま
た、補強鋼材２４、２５同士および梁４との間の固定に、溶接を必要とするので、作業の
手間が非常に大きく、作業コストが上昇するという問題があった。さらに、開口部に接す
る左右のＡＬＣパネル１の小口面は、補強鋼材２５がＡＬＣパネル１の面から出ないよう
に、補強鋼材の厚さ分だけ切削する必要があり、作業コストが上昇していた。また、この
ような切削加工は、施工現場の作業環境を害していた。
【０００７】
また、４本の補強鋼材２４、２５を溶接固定する工程と、その後にＡＬＣパネル１を建て
込む工程が同時に行えないことから、施工期間が長いという問題もあった。
【０００８】
前述の縦補強鋼材を省略した従来の開口部補強構造を、図８に示す。
【０００９】
最近では、縦補強鋼材を省略し、開口部に接する左右のＡＬＣパネル１に小口面から挿入
したアンカー金物２７に、Ｕ字形の専用金物２６を溶接により固定して、横補強鋼材とす
る構造などが開発された。開口上下のＡＬＣパネルは、当該横補強鋼材に金物２８で溶接
固定される。しかし、溶接作業の手間が少なくなってきているが、溶接作業に必要なアー
ス措置を別途用意する必要があるという施工性の問題や、室内側にＡＬＣパネル固定用の
金物２８が見えるという意匠性の問題などが多く存在する。
【００１０】
また、この開口部補強構造では、横補強鋼材２６は、ＡＬＣパネル１に打込まれたアンカ
ー金物２７に溶接固定されており、面内変形時に可動でないため、地震等の面内変形にお
いて、変形追従機能を阻害するという問題もあった。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、前述の課題を解決し、開口部を十分に補強しながら、従来は必要としていた長
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い補強鋼材を不要とし、煩雑な溶接作業や小口切削加工が必要なく、簡単に施工でき、Ａ
ＬＣパネルの建込みとほぼ並行して施工が可能で、施工期間を短縮することが可能で、地
震等の変形に対して高い効果が得られる変形追従機能を維持可能で、コストを下げること
を可能とする開口部の補強構造を提供することを目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
本発明の簡易開口部補強構造は、ＡＬＣパネルが相互に摺動可能で同一平面状に並べられ
て構成される壁において、下側に位置する１枚以上の下側ＡＬＣパネル、上側に位置する
１枚以上の上側ＡＬＣパネル、および水平方向両隣に接する両側ＡＬＣパネルのそれぞれ
の小口面で囲まれて形成される開口部を補強する構造である。開口部に面する下側ＡＬＣ
パネルの上側小口面および両側ＡＬＣパネルのそれぞれの小口面の一部にわたって伸びる
例えばＵ字形やコ字形の第１の補強鋼材を有し、開口部に面する上側ＡＬＣパネルの下側
小口面および両側ＡＬＣパネルのそれぞれの小口面の一部とにわたって伸びる例えばＵ字
形やコ字形の第２の補強鋼材を有し、それぞれの補強鋼材には、接するＡＬＣパネルの１
枚当たりに１つの取付け孔を設けて、該取付け孔を介して、アンカー金具によりＡＬＣパ
ネルを補強鋼材に取り付けられ、該アンカー金具は該取付け孔よりも大きいプレートと、
該プレートから伸び出て該取付け孔を貫通する棒状体と、該棒状体を取付け孔に対しバネ
力で支える弾性部材とを有する。
【００１３】
弾性部材は、棒状体の周囲に、補強鋼材の取付け孔への装着が容易で、かつ脱落困難な弾
性部分を有することが望ましい。
【００１４】
両側ＡＬＣパネルの小口面に接する位置に設けられた補強鋼材の取付け孔は、ＡＬＣパネ
ルの長さ方向に、ＡＬＣパネルの自由な揺動を可能とする長さを有するルーズ孔であるこ
とが望ましい。
【００１５】
弾性部材は、プレートをはめ合いで収容する基部を有し、一対の弾性部分が基部から伸び
出ているのが好ましい。
【００１６】
【発明の実施の形態】
図面に基づいて、本発明を説明する。
【００１７】
図１は、本発明の開口部構造の一実施例を示す一部省略斜視図である。
【００１８】
本発明の簡易開口部補強構造は、ＡＬＣパネル１が相互に摺動可能で同一平面状に並べら
れて構成される壁において、下側に位置する１枚以上の下側ＡＬＣパネル３、上側に位置
する１枚以上の上側ＡＬＣパネル（図１では省略した）、および水平方向両隣に接する両
側ＡＬＣパネル１のそれぞれの小口面で囲まれて形成される開口部を補強する構造である
。
【００１９】
開口部に面する下側ＡＬＣパネル３の上側小口面および両側ＡＬＣパネル１のそれぞれの
小口面の一部にわたって、Ｕ字形の補強鋼材１４を有する。開口部の上側も同様に補強鋼
材１４を有する。
【００２０】
アンカー金具８は、図２に斜視図を示したように、プレート９と、該プレート９から伸び
出る棒状体１０と、プレート９に脱着可能な弾性体１１とを有する。図示の場合、プレー
ト９は円板状である。棒状体１０にはメッキなどの表面処理が施されており、ＡＬＣパネ
ルの穴に該棒状体１０を挿入する時に、該表面処理を損傷しないように、かつ最適な揺動
が可能となるようなキャップ１０ａを備える。さらに、弾性体１１の弾性部分は、プレー
ト９にはまり合う基部１１ａと該基部１１ａから伸びる一対の弾性部分（ばね部）１１ｂ
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とを有する。基部１１ａは、プレート９の厚さおよび外寸（図示の場合、外径）に対応し
たチャンネル形になっている。弾性部分（ばね部）１１ｂは、チャンネル状基部１１ａの
内縁から、波形に伸びて、弾性力を得る。従って、弾性体１１は、プレート９を覆うよう
に囲んでから、棒状体１０の周囲に伸び、取付け孔に対し、突っ張る形で棒状体１０を支
える。該弾性体１１は、補強鋼材の孔への装着が容易で、かつ脱落困難となるように、公
知の素材（例えばステンレス鋼）から選定し、かつ基部１１ａおよび弾性部分（ばね部）
１１ｂの形状とする。
【００２１】
アンカー金具８の長さは、ＡＬＣパネルに埋設され、小口面に並行に横切る補強鉄筋に達
し、若干越える程度の長さとする。補強鉄筋は、通常、主面に並行な２枚の鉄筋マットで
構成されるので、小口面の中央に設けた穴にアンカー金具を挿入すれば、アンカー金具の
先端がそれぞれの補強鉄筋を越える位置まで伸びることになる。このような位置関係とす
ることにより、ＡＬＣパネルに強い揺動が起きて、一部が損壊しても、アンカー金具の先
端が補強鉄筋に当たって、ＡＬＣパネルの落下を防止することができる。
【００２２】
それぞれの補強鋼材１４には、図３に斜視図を示したように、接するＡＬＣパネルの１枚
当たりに１つの取付け孔１２、１７を設ける。両側ＡＬＣパネル１の小口面に接する位置
に設けられた補強鋼材１４の取付け孔１７は、ＡＬＣパネル１の長さ方向に、ＡＬＣパネ
ル１の自由な揺動を可能とする長さを有するルーズ孔とする。補強鋼材１４は、必要な強
度の鋼板を折り曲げて形成すればよい。
【００２３】
そして、図４に示した縦断面図のように、アンカー金具８により、ＡＬＣパネル２を補強
鋼材１４に、揺動自在に取り付け、図５に横断面図を示したように、アンカー金具８によ
り、ＡＬＣパネル１を補強鋼材１４に、揺動自在に取り付ける。
【００２４】
本発明の簡易開口部補強構造により、補強鋼材１４を無溶接で取り付け可能となる。さら
に、アンカー金具８に備えた弾性体１１が、補強鋼材１４の取付孔に容易に挿入可能とな
り、そのバネ力によりガタツキを防止でき、弾性体１１によりアンカー金具８が脱落しな
い効果が得られる。
【００２５】
さらに、両側ＡＬＣパネル１の小口面に接する位置に設けられた補強鋼材１４の取付け孔
１７をルーズ孔として、該ルーズ孔の長さを、ＡＬＣパネル１の長さ方向に、ＡＬＣパネ
ル１の自由な揺動を可能とすることにより、面内（垂直）方向において、アンカー金具８
と補強鋼材１４は摺動可能であり、地震時には相対的に摺動させることにより外力を逃が
す免震構造が得られる。本発明により、このような壁のロッキング工法におけるＡＬＣパ
ネルの摺動を妨げることが無くなり、地震に強い構造が得られる。
【００２６】
（実施例１）
図１に基づいて、本発明の実施例を説明する。
【００２７】
本実施例の簡易開口部補強構造は、ＡＬＣパネル１が相互に摺動可能で同一平面状に並べ
られて構成される壁において、下側に位置する２枚の下側ＡＬＣパネル３、上側に位置す
る２枚の上側ＡＬＣパネル（図１では省略した）、および水平方向両隣に接する両側ＡＬ
Ｃパネル１のそれぞれの小口面で囲まれて形成される開口部を補強する構造である。
【００２８】
各ＡＬＣパネル１、３の長辺小口面の目地部には、モルタルのような接着材は充填されず
に、小口面同士が摺動可能に接する。
【００２９】
ＡＬＣパネル１は、例えば、１００×６００×３２００ｍｍの大きさを有し、ＡＬＣパネ
ル３は、例えば、１００×６００×１０００ｍｍの大きさを有する。小口面の中央には、
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φ１９ｍｍのアンカー挿入用の穴が開けられて、アンカー金具８が挿入される。
【００３０】
開口部に面する下側ＡＬＣパネル３の上側小口面および両側ＡＬＣパネル１のそれぞれの
小口面の一部にわたって、Ｕ字形の補強鋼材１４を有する。開口部の上側も同様に補強鋼
材１４を有する。
【００３１】
アンカー金具８は、図２に斜視図を示したように、φ２０ｍｍ、厚さ５ｍｍのプレート９
と、φ１６ｍｍ、長さ１００ｍｍの棒状体１０が一体に接合され、プレート９には突起を
有する弾性体１１が取り付けられる。プレート９は鋼材から、棒状体１０は鋼材から、弾
性体１１はステンレス材からなる。
【００３２】
棒状体１０を、ＡＬＣパネルの穴に挿入するときに、棒状体１０の表面処理を損傷しない
ように、かつ最適な揺動が可能となるようなキャップ１０ａを備える。キャップ１０ａは
ゴム材からなる。
【００３３】
それぞれの補強鋼材１４は、幅５０ｍｍとして、図３に斜視図を示したように、接するＡ
ＬＣパネルの１枚当たりに１つの取付け孔１２、１７を設ける。取付け孔１２は、１６．
５×１８．５ｍｍ、取付け孔１７は、１６．５×２５．０ｍｍとした。
【００３４】
そして、図４に示した縦断面図のように、アンカー金具８により、ＡＬＣパネル２を補強
鋼材１４に、揺動自在に取り付け、図５に横断面図を示したように、アンカー金具８によ
り、ＡＬＣパネル１を補強鋼材１４に、揺動自在に取り付ける。さらに、補強鋼材１４の
面外方向への回転を防止する目的で、補強鋼材１４の垂直部１５には、カットネイル用ル
ーズ孔３２を設けてカットネイル３１等の釘にて補強鋼材１４とＡＬＣパネル１とを固定
する。カットネイル３１等による固定により、補強鋼材１４と両側ＡＬＣパネル１の摺動
性を妨げないように、取付け孔１７と同様に、ＡＬＣパネル１の長さ方向に長いルーズ孔
３２にカットネイル等を通す。
【００３５】
また、両側ＡＬＣパネル１の長辺小口面には、絶縁物３０を貼付しその上からカットネイ
ル３１等の釘で座金を均等な間隔で取り付け、サッシ周りに充填するモルタルによる接着
を防止する。モルタルがＡＬＣパネル１の小口面に接着すると、地震時にＡＬＣパネル同
士の摺動性や、ＡＬＣパネルと補強鋼材との摺動性を妨げる恐れがあり、面内変形に追従
できずに、ＡＬＣパネルに亀裂が発生する恐れがあるために、このような対策を行うと効
果的になる。
【００３６】
【発明の効果】
以上、詳細に説明したように、本発明の簡易開口部補強構造は、ＡＬＣパネル同士の摺動
性や、ＡＬＣパネルと補強鋼材との摺動性を損なわないので、地震に強い免震工法に適し
、かつ、使用鋼材、金物、作業手間を少なくすることが可能となり、コストダウンを図る
ことができ、高品質で、低価格の補強構造である。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の開口部構造の一実施例を示す一部省略斜視図である。
【図２】　本発明のアンカー金具の一実施例を示す斜視図である。
【図３】　本発明の補強鋼材の一実施例を示す斜視図である。
【図４】　本発明の開口部構造の一実施例を示す縦断面図である。
【図５】　本発明の開口部構造の一実施例を示す横断面図である。
【図６】　ＡＬＣパネルで構成された壁と、壁に設けられる開口部とを示す斜視図である
。
【図７】　従来の開口部構造の一例を示す一部省略斜視図である。
【図８】　従来の開口部構造の一例を示す一部省略斜視図である。
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【符号の説明】
１　開口部両側ＡＬＣパネル
２　開口部上側ＡＬＣパネル
３　開口部下側ＡＬＣパネル
４　建物躯体
５　開口部
７　アンカー挿入穴
８　アンカー金具
９　プレート
１０　棒状体
１０ａ　キャップ
１１　弾性体
１１ａ　基部
１１ｂ　弾性部分
１２　取付孔
１４　補強鋼材
１５　垂直部
１６　水平部
１７　ルーズ孔
１９　床パネル
２０　パイプアンカー
２１　イナズマプレート
２２　定規アングル
２３　支持金具
２４　横補強鋼材
２５　縦補強鋼材
２６　Ｕ字補強鋼材
２７　専用金物
２８　Ｌ字プレート
３０　絶縁物
３１　カットネイル
３２　カットネイル用ルーズ孔
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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